
これからボランティアを始めようと考えている、日本語教育に興味のある皆さん、
すでに活動している皆さんも、一緒に日本語ボランティアの活動を考えましょう！

≪対象者≫ 日本語ボランティアに関心のある方で、
共通講座＋講座①もしくは②に参加できる方
（講座②は主に日本語教師に関する資格のある方）

≪定 員≫ 各講座 30名
≪参加費≫ 無料
≪申込み≫ FAX・E-mail・オンラインのいずれかでお申込みください。

（事前要申込・定員になり次第締め切ります） 申込みは裏面をご覧ください！



✓

✓

※頂いた個人情報は厳重に管理し、佐賀県国際交流協会の活動以外の目的には使用いたしません。
※定員数を超えた場合のみ、協会よりご連絡いたします。連絡のない場合は、当日会場に直接おこしください。

九州大学・博士（比較社会文化）。多民族国家のスリランカで生まれ育ち、母国の日本語教育に携

わっていたが、来日以降、多文化共生について積極的に学び、日本語教室のボランティア、学校文書
の翻訳、小中学校の学生サポーターなどで活動。外国人住民、外国人児童の母親、外国人扶養者、
熊本地震を経験した外国人被災者としての多面的な経験を生かし、学校等でその経験を話す機会も
増えている。著書「学校と子ども、保護者をめぐる多文化・多様性理解ハンドブック」。

広島大学大学院教育学研究科博士課程前期修了。在学中から地域日本語教室に参加するなど、
地域との関わりを持つ。1997年より(公財)ひろしま国際センターにて日本語教育に従事。地域におい
ても、広島県内を中心に日本語ボランティア講座等を担当。よりよい地域づくりを模索中。著書に「アカ
デミックスキルを身につける聴解・発表ワークブック」(スリーエーネットワーク刊)がある他、地域日本
語教室で活用できそうな教材作成を試みている。クレア地域国際化推進アドバイザー、地域日本語教
育スタートアッププログラムアドバイザー。

文化庁地域日本語教育アドバイザー、川崎市国際交流協会評議員、日本語ボランティア活動歴40

年、現在も現役ボランティア。成人だけでなく、親子、子どもの支援にも関わる。2007年以降全国各地
で日本語ボランティアの育成・研修講座で活動経験を交えたワークショップ型講師として活動。共著
『外国人と対話しよう！にほんごボランテイア手帖』、『外国人と対話しよう！にほんごボランテイア手帖
すぐに使える活動ネタ集』（凡人社刊）『日本語能力試験対策にほんごチャレンジ 3級ことばと漢字』
（アスク出版）

オンライン申込みはこちらから →→→


